
【講演内容について】

森が荒れている、林業が衰退している、森林を守らなければ…という声
をよく耳にします。では守られている森林とは、どのようなものなので
しょうか？ 熊が歩くブナの「原生林」でしょうか？ あるいは林業を
支える間伐が行われた針葉樹人工林でしょうか？ これは意外に難しい
問題です。しかし、それを考えないと、森林を守るための答えは得られ
ません。皆さんと一緒に考えてみたいと思います。

鳥取大学サイエンスアカデミー
シリーズ『木を見て森も見る』

日時：10月26日（土）
10：30～12：00

会場：鳥取県立図書館
2階 大研修室

内容：林業から考える生態系保全
講師：農学部附属ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｴﾝｽｾﾝﾀ-

大住 克博 教授

★ライブ中継先★
米子市、倉吉市、琴浦町、南部町、大山町、新温泉町の各図書館

とっとり県民カレッジ連携講座

【問合せ先】
鳥取大学 地域価値創造研究教育機構（企画管理室）
住所/ 〒680-8550 鳥取市湖山町南4丁目101
ＴＥＬ/ 0857－31－6777  ＦＡＸ/ 0857－31－6708
E-Mail/koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp
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針葉樹一斉人工林管理か
ら多様な森林管理への展
開が期待されているが…
（林野庁資料より）

鳥取大学はSDGs(持続可能な開発目標)の達成
に向けてさまざまな取り組みを行っています
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